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高温超伝導体Bi2Sr2CaCu2O8+δ (Bi2212)に内在する固有ジョセフソン接合 IJJ系は積層する原子ス

ケールのジョセフソン接合と 10 meV を超える超伝導ギャップからコヒーレントテラヘルツ光源

として提案されてきた。2007 年に 0.3 から 0.8THz の領域の電磁波のクライオスタット外部への放

射が検出されて[1]以降、精力的な研究がなされている。現在までに、発振周波数の素子サイズ依

存性や放射強度の方位依存性などから、超伝導体単結晶から作製されたメサ形状の発振素子がパ

ッチアンテナとして機能し、振動する超伝導電流によって電磁波が放射されると理解されてきて

いる[2]。我々は最近、放射されるテラヘルツ波の偏光測定から、比較的幅広い周波数帯での円偏

波放射[3]、デバイスカイラリティによる偏光制御など、超伝導の巨視的量子効果に由来する発振

特性を報告している。 

本講演では、2 つの IJJ メサ構造に同時バイアスしたときに放射される、同期発振テラヘルツ波

の偏光測定から、それぞれのメサ構造に励起されたプラズモン間の超伝導基板を介した相互作用

を議論する[4]。同一超伝導結晶基板上の 3 メサ間組み合わせの相互同期などの新しい実験結果を

報告するとともに、普遍性の抽出を試みる。 
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